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2)対象
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図6 遠近感が分りにくくなったかについて
9) 日常生活で危険を感じたことはあるかというこ
とについて(図9参照)
穴カッペで危険は感じないと答えた人は 94.1%、
危険を感じた人は 5.9% (1名)メオガードで危険
は感じないと答えた人は 100%であった。
1 0)一番良かった眼帯について(図 10参照)
穴カッペが良いと答えた人は 11.7%、メオガー
ドが良いと答えた人は 64.8%、どちらでも良いと
答えた人は 23.5%であった。
図 9 日常生活で危険を感じたか〈穴カッベ〉
図 10 どの眼帯が良かったかについて
4.考察
アンケート結果から、穴カッペの方が良いと評価
されたのは、皮膚に当たる痛みがないという項目だ
けであった。メオガードの方が良いと評価されたの
は、とれにくい又は安定している、かぶれない、眼
帯装着により視野狭窄がない、日中術眼在閉じてい
ないことがほとんどである、という項目であった。
メオガードでは規定のサイズがS、M、Lの3サイ
ズがある。微調節はアーム部分で行えるようになっ
ているが、鼻あてがなくアーム部分で固定するよう
になってしまうため耳介部が持続的に圧迫されてし
まうことにより発赤や痛みが生じると考えられる。
耳介部にガーゼを挿入することで痛みが軽減した例
もあり、アームでの調節及び耳介部の保護が必要に
なる。しかし、アンケートからは穴カッペのほうが
不安定であるという結果が出た。当病棟では穴カッ
ペは幅 12.5mmのJMSメデイカルパンで前額部か
ら頬部にかけて固定している。 1日l回寝る前に
テーフ。交換を行っているが、 l日5回の点眼処置時
の着け外し、入浴後の発汗や術後洗顔の制限による
顔面の皮脂の分泌が著明な場合では粘着性が低下し
固定が不安定になる。粘着性が低下した場合、テー
プ交換を行っているが皮脂によりテープはすぐ外れ
てしまうこともある。この点においてはメオガード
のアームでの調節により不安定感は軽減させること
ができる。
次に、日常生活に危険性についてでは穴カッペ、
メオガードともにほとんどの人が眼帯装着による危
険性は感じていなかった。しかし、穴カッべでは
41 %の人が視野狭窄在感じており、 29.2%の人が
術眼を閉じている。また、遠近感が分かりにくいと
答えた人は、穴カッペで 29.3%であった。このこ
とから患者自身は穴カッペ装着中でも日常生活にお
いてほとんど危険在感じていないが、術眼を閉じて
いることから遠近感が分かりにくくなったり、視野
狭窄により転倒や打撲の危険性が潜んでいるといえ
る。鈴木ら 1)は「視力は歩行中の障害物を認識す
るだけでなく、高齢者の場合には平衡機能を視力に
依存している割合が高くなっている」と言っており、
高齢者の場合はカッペ在使用することでさらに転倒
の危険性が高くなる。一方、メオガードでは術眼を
閉じたり、視野狭窄や遠近感が分かりにくいと感じ
る人は 0%であり危険性は少ないと言える。実際に、
穴カッペ使用中に自己血糖測定患者でチップと測定
器の装着や血液をチップに付けるといった動作が困
難であるという意見があった。メオガード装着中は
訴えも見られなかった。
以上のことより穴カッペよりもメオガードのほう
が患者にとって負担も少なく安全性も高いと考えら
れる。しかし、耳介部の発赤が見られたためアーム
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の調節が大切であり、圧迫するととなくしっかりと
固定するととが重要といえる。メオガードを着用し
たまま入眠することは耳介部ヘ負担をかける為、夜
間は穴カッペを使用するほうが望ましいと考えられ
る。
最後に、アンケート結果より眼帯を装着すること
について安心感があると答えたのは穴カッべでは
92.4%で、メオガードでは 100%であった。理由
として眼球の打撲や無意識にこすってしまう心配が
ないから、という意見があった。白内障の手術後は
打撲などの圧力が加わることによりレンズの脱自に
つながるため特に注意しなければならない。乙のこ
とから手術後の患者にとって眼帯の種類を間わず安
心感を与えていると考えられる。
メオガードもしくはどちらでも良いと答えた患
者は 8割を超えていたが、穴カッペの利点もあり、
両方の利点在考慮に入れ目的に合わせた使い分けが
必要と考えられる。
5.結論
1)メオガード使用により穴カッペで生じた不快感
は軽減することができる。しかし、メオガードの
アームの調節の仕方により耳介部の発赤ができ、
新たな不快感が生じる可能性があり、眼球の保
護・感染予防の目的を重要視しながら患者に合わ
せたアーム部分の微調節や耳介部の保護が必要
である。
2)メオガードは日中使用し、カッペは夜間入眠時
に使用する。
6.おわりに
メオガード使用する事で点眼時にテープを外す行
為が省略でき、看護業務の簡略化にもつながると感
じた。今回使用したメオガードを退院後も使用した
いという希望があり購入していった患者もおり、患
者の眼を保護することへの関心の高さを実感でき
た。
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